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御嶽山田の原の傾斜計東西成分の降水補正（２）
The rainfall correction of E-W component of the tiltmeter at Mt. Ontake Tanohara (2)
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気象庁では、御嶽山の火山監視のために山頂の南東部に位置する田の原に傾斜計を2010年に設置し、監視して
いる。この田の原の傾斜計では、2014年9月の水蒸気噴火の数分前に非常に大きな山上がりの傾斜変化が観測さ
れた。それ以外の変化について着目した場合、田の原の傾斜計の東西成分の長期的なデータは降水の影響が大
きく、噴火直前以外の傾斜変化を確認することはできなかった。木村・中橋（2015）は田の原の傾斜計の東西
成分の降水補正に取り組み、降水が雨である期間（6月～10月）については良好な降水補正が可能なことを明ら
かにするとともに、降水補正後の長期的なデータから御嶽山の山頂直下で地震活動が活発化した2014年9月10日
頃から山上がりの変化を確認した。しかし、田の原の傾斜計の東西成分には毎年融雪期（3月～5月）にも大き
な変化があるが、降水補正に用いる入力値を降水量データのみに頼る手法では融雪の影響を除去できず、もし
この融雪期に火山活動に伴う傾斜変化があったとしても変化量が小さければ検知できないという問題を抱えて
いた。御嶽山に限らず、日本の活火山の多くは冠雪火山であり、それらの火山に設置された火山監視のための
数多くの傾斜計にとって、降水に加えて融雪の影響を除去することは大きな課題の１つである。 
河島・他（2015）は御嶽山における融雪型火山泥流や融雪・降雨に伴う雪泥流などの災害を懸念し、2014年
11月から2015年5月にかけて田の原で気象・積雪観測を行った。また、御嶽山積雪期火山防災情報プラット
フォーム（http://platform.nhdr.niigata-u.ac.jp/ontake/）にて観測データをインターネット上で公開する
とともに、融雪量等の算出も行った。木村・他（2015）は、降水量データに加えてこの融雪量も入力値として
用いた田の原の傾斜計の東西成分の降水補正に取り組み、幾つかの課題は残るものの融雪の影響を除去できる
見通しをつけた。北海道、東北、中部地方の冠雪火山の火山監視を目的とした傾斜計において融雪の影響を除
去するためには、適切な場所で融雪量の観測を行うか、火山周辺の融雪量の面的分布をある程度簡便に精度良
く推定する手法を確立する必要がある。 
新潟大学・信州大学・京都大学による田の原における積雪期の気象・積雪観測は、2015年11月から2年目の観測
を開始した。 2016年1月末の時点で今シーズンの積雪は昨シーズンに比べて少ないが、本発表では2016年の融
雪期における降水補正の結果を紹介する。 
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